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授業省察における ICTの効果的な活用方法についての一考察 
―英語科授業実践における一取組― 
喜多容子＊ 
本研究は，学生が，授業省察過程を重視することにより，授業改善への意欲向上に
どのような波及効果を及ぼすかについて，ICT の効果的な活用を基に授業実践を行い，
その結果を考察することを目的とする。ICT の活用において，授業省察記録について
は，Moodle と Forms の 2 チャンネルの送付方法を用い，模擬授業省察については，タ
ブレットやスマートフォンの映像転送機能によるビデオクリップの送付方法を用いる。 
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1. はじめに 
外国語教育に携わる教員を目指す学生にとっては，
英語科教育論等で修得した知識を，実際にマイク
ロ・ティーチング等において授業実践することが重
要であると考える。本研究で取り上げる英語科教育
論は，英語科授業をより発展的に実践するための英
語指導方法に加え，校種間の連携について理解し，
英語科授業に関する高度な視野を獲得することを目
的としている。一方，初等中等教科教育実践は，英
語科授業を展開するために必要な基礎的・基本的な
理論と実践の技術・方法に関する理解を深めること
を目的としている。さらに，教職実践演習は，学生
が，3 年次までに修得してきた知識・技能を，教員
として必要な資質・能力として有機的に統合・形成
させることを目的としている。様々な角度からのア
プローチにより，指導力向上を目指すのである。こ
れらのコースにはマイクロ・ティーチングが導入さ
れている。その歴史は古く，1960 年代にアメリカで
考案され(Allen，1966)，その後，現在に至るまで広
く教育現場にて活用されている。 
また，授業実践とあわせて重視すべきこととして，
授業省察・内省的考察があると考える。柏崎(2009)
は，教師に求められる省察の力を指摘し，さらに，
省察の基礎力育成のための取り組みについて，その
過程におけるメタ認知の重要性に言及している。そ
こで，筆者は，授業省察・内省的考察の過程を重視
させることが，授業力向上に繋がるものと推察し，
授業省察過程の在り方についても検討する。ただ，
藤村(2016)が指摘するように，授業記録の活用方法
の工夫についても検討が必要であると考える。模擬
授業後は，質疑応答を含む意見交換によるピア・
フィードバックを実施する。併せて，授業省察を
Moodle に記入させたり，内省を Forms で送付させた
りすることにより，学生の振り返り活動を意識化さ
せる。授業者が，授業省察過程において，友達から
のフィードバックを受け取り，自身の授業実践ビデ
オを観察することで，授業者の内省を促し，授業力
の向上につながると考えられる。生内(2018)は，ピ
ア・フィードバックの有効性について，振り返り活
動の意識化と深化に寄与することに言及している。 
2. 目的 
本研究では，授業における効果的な ICT 活用を模
索するために，ICT を活用したピア・フィードバッ
クを取り上げ，授業省察過程の重要性を学生に意識
させることが，授業改善への意欲向上に与える効果
について考察することを目的とする。 
3. 方法 
3.1 調査期間と調査対象 
調査期間は，2019年 4月から 2020年１月である。 
本調査対象は，本学の初等中等教科教育実践，英
語科教育論Ⅳ及び教職実践演習を受講する学部生と
大学院生とした。 
初等中等教科教育実践の人数構成は，英語教育専
攻学生 8 名と，学校教育・特別支援教育専攻学生 5
名の計 13名である。 
英語科教育論Ⅳの人数構成は，小学校英語科教育
専修学生 2 名，中学校英語科教育専修学生 4 名の計
6 名である。 
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教職実践演習の人数構成は，英語教育専攻の学部
生 8 名と院生 1 名の計 9 名である。なお，英語教育
専攻学生は，2019 年 9 月に，鳴門教育大学附属小学
校・中学校での教育実習(4 週間)で，外国語学習の
授業実践を経験している。 
 
3.2 実施内容 
授業観察は，DVD や英語教育情報誌の「AR」画像
を活用し，スマートフォンやタブレットで，各自が
観察したい校種や授業実践例・場面を選択し，自由
に視聴できるようにした。特に，授業観察における
「気づき」を意識化させた。なお，｢AR」を活用した
授業観察の有効性(喜多，2019)に基づき，本年度も
引き続き「AR」を活用するものとする。 
マイクロ・ティーチングでは，個別の模擬授業に
加え，小学校英語科教育専修学生と中学校英語科教
育専修学生がペアとなり，自分たちがデザインした
ICT 教材を活用したティームティーチングでの模擬
授業も実施した(図 1)。 
授業者の内省を促すため，模擬授業の様子をタブ
レットで撮影し，全体での振り返り活動後に，授業
者のタブレットやスマートフォンに送付した。講義
や模擬授業について，｢学習への気づき・振り返り」
を Forms で送付させたり，Moodle に記入させたりす
ることでディスカッションに参加させた。回答方式
は詳細な記述を可能とする自由記述方式を用いた。 
 
3.3 2チャンネルの授業省察過程活用について 
本研究における授業省察過程においては，Moodle
と Forms の 2 チャンネルの投稿・送付方法を使用し
た。Moodle は全員参加型のディスカッションパネル
の役割があり，学生がそれぞれの授業省察に対し意
見を述べたり，教員も助言等も投稿できたりするた
め，オープンチャンネルとしての活用が可能である
(図 2)。 
一方で，Forms は，投稿・送付された授業省察を
閲覧できるのは教員だけであるため，学生と教員の
プライベートチャンネルとして使用が可能である(図
3)。このように，2 チャンネルの授業省察過程方法
を使用する理由としては，前期コースにて Moodleの
みを使用した際に，挙げられた意見に基づくもので
ある。一部の学生は，授業内で発言を躊躇した意見
等を，教員と率直に交換できる場として，プライ
ベートチャネルとしての Formsの使用を希望した。 
4. 結果 
4.1 Moodleを活用した授業省察とフィードバックにつ
いて 
まず，｢AR」を活用した授業観察過程において，学
生が，授業内容に関し，自分が参考としたい取組等
について，意見交換を行う様子が見られた。次に，
模擬授業後の授業省察過程においては，ピア・
フィードバックが積極的に行われていた。Moodle に，
投稿された各自の授業省察については，授業に参加
して参考になったことや，今後自分が模擬授業を行
図 2. Moodleを活用した授業省察 
図 3. Formsを活用した授業省察 
 
図 1. マイクロ・ティーチングの様子 
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う際の参考にしたいこと等が，詳しく述べられてい
た。また，学生の意見投稿に対して，活発な討論が
なされているセクションも見られた。 
 
4.2 Formsを活用した内省とフィードバックについて 
Forms で送付された授業省察の自由記述には，友
達の模擬授業に参加して参考になったことや，特に，
自らはどのような授業を展開したいかという考えが
具体的に述べられていた。マイクロ・ティーチング
後の授業省察には，自身が実施した授業に関して詳
細な内省が行われており，授業改善に向けた強い意
欲が感じられる記述がなされていた。 
 
4.3 AirDrop 等を活用したマイクロ・ティーチングの
内省について 
授業者の学生は，映像転送装置で送付されたマイ
クロ・ティーチングの様子を即座に視聴し，可視化
された自分の発問や教室英語等を確認し，内省的考
察を Formsで，送付した。 
【模擬授業後の内省】 
Forms や Moodle を通して送付された学生の授業省
察の自由記述を，KJ 法を用いて分類した。以下の 6
観点が抽出された(以下，下線は著者による)。 
 
<授業展開に関する気づき> 
 授業で動画を見たときにとてもテンポよく進め
ていたのでこんな授業ができたらいいなと思い
意識したが，実際にやってみると，私自身は，
生徒が理解しやすいスピード，生徒の理解度，
様子などに目を向けられていなかったように思
う。今まで動画や講義などでと様々なことを学
んで上で模擬授業に取り組んだが，実際の授業
はとても大変だった。 
 授業展開を考える際には，細かい点にまでしっ
かり配慮することが必要であることを実感した。 
 その単元だけの授業を考えるのではなく，生徒
が今まで習ってきたことを踏まえて，授業構成
を考えていかなければならないと思った。 
 
<指導案・板書・クラスルームイングリッシュ・評価
等に関する気づき> 
 指導案を作成し授業を実際にやってみて，評価
と目標の一体化について，改めてその大切さが
分かった。 
 指導案を練るだけでなく，板書計画をしっかり
立てることも大切だと感じた。板書の仕方を練
習しなければいけないと反省した。 
 
<ピア・フィードバックに関して> 
 自分では，なかなか気がつかない点を，いろい
ろアドバイスしてくれたので，とても参考に
なった。 
 板書するときに，ずっと生徒に背中を向けたま
まだと言われ，あらかじめ板書計画を立て練習
してから模擬授業にのぞめばよかったと反省し
た。 
 自分ではあまり上手くできたとは思っていな
かったが，よかった点をいくつか教えてもらい，
少し自信がついた。 
 ワークシートや板書について，改善点を指摘し
てくれたので，今後の参考にしたい。 
 
<達成度に関して> 
 試行錯誤の連続でなんとかマイクロ・ティーチ
ングにこぎつけた。完ぺきとはいかないが，授
業をやり遂げた達成感はしっかりと味わうこと
ができた。 
 多くの失敗はしたが，同時に沢山のことを学び
とてもいい経験になった。 
 講義で学んだことを生かして模擬授業をしたつ
もりだが，実際にやってみると計画どおりには
いかないこともあった。今回の反省を活かして，
次はいい授業ができるように努力したい。 
 模擬授業での反省点を，教育実習に生かしたい。
自分ではもっと改善点があると思ったが，友達
が良かった点などを教えてくれたので，少しだ
が自信がついた。 
 
<授業展開に関する気づき> 
 授業展開を考える際には，細かい点にまでしっ
かり配慮することが必要であることを実感した。 
 その単元だけの授業を考えるのではなく，生徒
が今まで習ってきたことを踏まえて，授業構成
を考えていかなければならないと思った。 
 
<ICT活用による自身の模擬授業省察＞ 
 自分自身の模擬授業の様子を見ることは，最初
は恥ずかしいと思ったが，観察することによ
り，・・・様々なことに気がついた。特に英語
の発音についてもっと練習をする必要性を強く
感じた。 
 自分が実施した授業の様子をみて，声が小さく
自信がないような話し方になっていることに気
づいた。先生が提案してくれたように鏡の前で
練習してみようと思う。生徒の前で，話すとき
はさらに緊張すると思うので，十分準備をして
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のぞみたい。 
 模擬授業の様子を観察し，今後の課題をつかむ
ことはとても有効だと感じた。私は，クラス
ルームイングリッシュがあまり使えていないこ
とが問題だと感じている。 
 自分の実践ビデオを見て，次は細案を作り，そ
れぞれの場面でどのようなクラスルームイング
リッシュが必要か考えて，模擬授業に臨みたい。 
 自分の実践ビデオを視聴し，改善点が多くある
ことに気づいた。 
 自分の模擬授業の様子を見て，練習が必要だと
痛感したし，クラスルームイングリッシュを
もっと使いこなせるようになりたいと思った 
5. まとめと今後の課題 
本研究では，学生の授業改善への意欲向上を目指
し，授業観察や模擬授業，特に授業省察過程におけ
る ICTの効果的な活用を模索した。そして，ICTを活
用した効果について，主として，Moodle や Forms の
「学びの振り返り」の自由記述内容をもとに考察を
行った。 
Moodle の活用は，学生の主体的な意見交換を促し，
他者の意見を聞きながら，自分の意見を再構築する
ことに効果的であったことが示唆された。セクショ
ンによっては，学生の意見に対し，様々なディス
カッションがなされていた。授業内では発言できな
かった内容について，熱心なディスカッションがな
され，考えに深まりが見られることが読み取れた。
また，授業者にとっては，マイクロ・ティーチング
後の教員からの指導・助言やピア・フィードバック
が，次回の授業実践への改善点を見出すことになっ
たことも伺えた。 
Forms の活用は，内省を促すことに有効であった
ことが示唆された。マイクロ・ティーチングに関し
て，模擬授業に参加した学生は，授業者の指導に対
し，授業構成・発問の仕方・教室英語の使い方等
様々なことに対する気づきが見られ，それらを内在
化することが分かった(内省の自由記述における下線
部参照)。授業者にとっては，試行錯誤を重ねながら
授業の組み立てを考え実践したことが，達成感に繋
がった(下線部参照)ことも，Forms を通して送付さ
れた自由記述から読み取れた。 
最後に，映像による授業記録と送付は，振り返り
活動を意識化させ，内省的考察を促すことに有効で
あることが示唆された(ICT 活用による自身の模擬授
業省察の自由記述における下線部参照)。 
しかしながら，本研究での ICT 利用に関しては，
一つ課題を残す結果となった。それは，授業記録を
送付する際に使用した映像転送装置に関することで
ある。授業記録を送付する際，教師・大学側の機材
と学生の所有する機材に互換性がない場合，映像記
録を送付できないという問題が生じた。今後は，使
用機材の互換性についても考慮する必要がある。 
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